
夫婦で築いた農園
小川　功さん
岡本／南足柄市塚原

露地野菜60ａ、岡本地区
野菜直売部会加入

　

「
大
き
く
て
甘
い
ハ
ク
サ
イ
が

採
れ
た
ぞ
ー
」
と
笑
顔
を
見
せ
る

小
川
さ
ん
。
妻
の
明
美
さ
ん
と
と

も
に
南
足
柄
市
塚
原
地
区
の
畑
で

年
間
約
40
品
目
の
野
菜
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。

　

北
海
道
出
身
の
小
川
さ
ん
夫
婦

は
現
役
時
代
は
転
勤
ば
か
り
、
20

年
ほ
ど
前
に
小
田
原
に
移
り
住
ん

だ
こ
と
を
き
っ
か
け
に
野
菜
作
り

を
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
収
穫
し

た
野
菜
を
飲
食
店
経
営
す
る
友
人

に
食
べ
て
も
ら
う
と
、
「
お
い
し

い
」
と
絶
賛
さ
れ
、
農
家
に
な
る

こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

お
い
し
い
野
菜
を
育
て
る
秘
訣

は
土
づ
く
り
。
落
ち
葉
に
コ
ー

ヒ
ー
の
搾
り
カ
ス
や
米
ヌ
カ
、
牛

糞
堆
肥
な
ど
を
独
自
の
手
法
で
混

ぜ
合
わ
せ
て
肥
料
と
し
て
活
用
し

て
い
ま
す
。

　

今
で
は
パ
パ
イ
ヤ
や
ナ
タ
マ
メ

な
ど
新
し
い
野
菜
に
も
挑
戦
。
収

穫
し
た
野
菜
は
『
岡
本
金
曜
野
菜

市
』
や
『
岡
本
地
区
野
菜
直
売

所
』
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

小
川
さ
ん
は
「
喜
ん
で
食
べ
て

く
れ
る
人
の
た
め
に
も
農
業
を
生

き
が
い
に
し
て
夫
婦
で
農
園
を

守
っ
て
い
き
た
い
」
と
目
を
輝
か

せ
ま
し
た
。

2026

２
vol.233

食と農と暮らしと。 あなたをリードするアクティブ・マガジン食と農と暮らしと。 あなたをリードするアクティブ・マガジン
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●
令
和
７
年
度
上
期
の
経
営
状
況

Ｑ
令
和
７
年
度
上
期
の
事
業
利
益

が
前
年
度
と
比
べ
る
と
か
な
り

進
捗
が
良
い
が
、
要
因
は
何
か
。
３
月

末
は
も
っ
と
良
く
な
る
の
か
。

Ａ
政
策
金
利
の
上
昇
に
よ
り
、
信

用
事
業
の
収
益
増
加
と
、
事
業

管
理
費
の
圧
縮
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
今
後
も
、
こ
の
状
況
が
続
け
ば
増
加

し
て
い
く
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
が
、

反
面
、
他
行
と
の
金
利
競
争
が
激
化
し

て
お
り
、
貯
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

す
る
等
安
定
し
た
経
営
に
努
め
て
い
く

考
え
で
す
。

●
自
己
改
革
の
実
践
（
自
己
改
革
工
程

表
）
に
つ
い
て

Ｑ
神
奈
川
県
の
一
等
米
比
率
が
低

い
の
は
、
農
業
規
模
が
小
さ
い

の
で
籾
摺
り
の
際
に
色
彩
選
別
機
を
か

け
て
い
な
い
こ
と
が
要
因
で
は
な
い
か
。

Ａ
色
彩
選
別
機
を
使
っ
て
い
た
だ

い
た
方
が
一
等
米
に
な
る
可
能

性
が
高
く
有
効
で
す
。
現
在
、
当
Ｊ
Ａ

で
は
導
入
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ラ

イ
ス
セ
ン
タ
ー
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
後
は
、
水
稲
受
委
託
事
業
で
色
彩
選

別
機
の
導
入
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
『
に
じ
の
き
ら
め
き
』
の
導
入

周
知
が
遅
い
と
思
う
。
『
は
る

み
』
や
『
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
』
を
作
ら
れ
る

方
は
す
で
に
種
を
用
意
し
て
い
る
の
で
、

新
品
種
に
す
る
場
合
、
無
駄
に
な
っ
て

し
ま
う
。
も
う
少
し
早
く
周
知
し
て
ほ

し
か
っ
た
。

Ａ
『
に
じ
の
き
ら
め
き
』
が
神
奈

川
県
の
奨
励
品
種
登
録
と
し
て

11
月
に
発
表
さ
れ
た
こ
と
で
導
入
を
決

定
し
ま
し
た
。
今
後
の
情
報
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
迅
速
に
周
知

し
ま
す
。

　
な
お
、
『
に
じ
の
き
ら
め
き
』
栽
培

講
習
会
を
２
月
～
３
月
に
予
定
し
て
い

ま
す
。

Ｑ
有
害
鳥
獣
被
害
届
を
も
っ
と
提

出
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
働
き

か
け
た
ら
ど
う
か
。

Ａ
各
部
会
等
で
被
害
届
を
出
し
て

も
ら
う
よ
う
に
ご
案
内
し
た
り
、

Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
中
で
は
被
害
状
況
の
聞

き
取
り
を
し
、
被
害
届
を
提
出
し
て
お

り
ま
す
。
当
Ｊ
Ａ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
提
出
で
き

ま
す
の
で
周
知
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

●
支
店
運
営
員
会
、
支
部
（
生
産
組
合

等
）
の
機
能
発
揮
に
向
け
て

Ｑ
支
部
活
動
の
機
能
強
化
に
つ
い

て
、
支
部
（
生
産
組
合
）
を
脱

退
し
た
い
人
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
新

規
加
入
を
勧
め
た
い
が
メ
リ
ッ
ト
が
あ

れ
ば
知
り
た
い
。

Ａ
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
組
織
の
強
化
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

で
、
支
店
ま
つ
り
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
、
交
流
で
き
る
場
を
積
極
的

に
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
支
部
員

（
生
産
組
合
員
）
が
協
力
し
て
取
り
組

め
ば
１
人
で
は
難
し
い
こ
と
も
実
現
可

能
に
な
る

メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま

す
。
活
動

助
成
金
を

組
織
育
成

の
有
効
な

手
段
と
し

て
活
用
し

て
も
ら
い

た
い
と
思

い
ま
す
。

◆
中
核
的
担
い
手
・
認
定
農
業
者
へ
の
戸

別
訪
問
結
果
に
つ
い
て

　
自
己
改
革
工
程
表
の
対
話
・
意
思
反
映

に
よ
る
戸
別
訪
問
に
つ
い
て
、
令
和
７
年

８
月
か
ら
10
月
ま
で
の
間
、
常
勤
役
員
等

が
中
核
的
担
い
手
や
認
定
農
業
者
等
に
よ

る
１
０
０
件
を
訪
問
し
、
Ｊ
Ａ
事
業
に
対

す
る
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
際

の
意
見
・
要
望
と
Ｊ
Ａ
か
ら
の
回
答
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

◆
令
和
７
年
度
組
合
員
座
談
会
の
開
催
結

果
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
11
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
、

管
内
の
25
会
場
で
組
合
員
座
談
会
を
開
催

し
た
と
こ
ろ
、
准
組
合
員
42
人
を
含
む

４
７
０
人
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
座
談
会
の
席
上
で
出
さ
れ
た
意
見
・

要
望
と
Ｊ
Ａ
か
ら
の
回
答
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

◆
令
和
８
年
度
事
業
計
画
『
文
言
編
』
の

中
間
報
告
に
つ
い
て

　
『
中
核
的
担
い
手
・
認
定
農
業
者
等
戸

別
訪
問
』
、『
組
合
員
座
談
会
』
の
意
見
・

要
望
結
果
を
踏
ま
え
た
令
和
８
年
度
の
事

業
計
画
文
言
編
が
中
間
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
３
か
年
計
画
で
は
、
４
つ
の
ビ
ジ
ョ

ン
（
農
業
・
地
域
・
人
材
・
経
営
）
を
掲

げ
、
そ
れ
を
柱
と
す
る
単
年
度
計
画
の
個

別
戦
略
と
具
体
的
な
取
り
組
み
に
か
か
る

文
言
編
の
初
案
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

座
談
会
で
組
合
員
と
対
話

～
意
見
・
要
望
を
一
部
抜
粋
～

　
Ｊ
Ａ
は
11
月
５
日
か
ら
12
月
９
日
ま
で
管
内
25
会
場
で
組
合
員
座
談
会

を
開
催
し
、
組
合
員
４
７
０
人
が
参
加
。
１
５
０
件
ほ
ど
の
意
見
・
要
望

が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
皆
さ
ま
か
ら
の
い
た
だ
い
た
声
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
事
業
・
活
動
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。

理
事
会
だ
よ
り

～
主
な
議
題
～

令
和
７
年
12
月
26
日

かながわ西湘かながわ西湘 N 2026.１.20
ニュースニュースews

座談会での天野組合長のあいさつ

活発な意見が交わされました

［被害届QR］
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営農コーナー営農コーナー
ミカンナガタマムシを３つの対策で防除しましょう

ミニトウガン新規出荷者募集！

★ミカンナガタマムシの生態と対策

　ミカンナガタマムシの被害が年々増加しています。対策では農薬散布だけに頼らず、３つの対策（①幼
虫を減らす②樹勢回復・園地の若返り③成虫を減らす）を組み合わせることで防除しましょう。

　現在、小田原市久野地区を中心に８名が出荷しています。集出荷は成田総合選果場で行っております。
会費や組織役員の選任はありません。この機会にぜひミニトウガン出荷を検討してみませんか？申し込み
は令和８年２月５日（木）までにお願いします。
年間スケジュール

時期 内容

２月 ミニトウガン苗注文
取りまとめ

４月中下旬頃
ミニトウガン注文苗

受渡し
７月 共同販売出荷会議 今後のスケジュール

確認
８月 ほ場巡回

８月下旬～
11月上旬 共販出荷 毎週火曜日出荷

（期間中11日間程度）
２月 精算報告会

詳細は営農部営農指導課　☎0465(46)6950まで

【１】幼虫を減らす……被害樹の処理は幼虫の密度を下げます。(４月までに行いましょう)
〇被害が重度な樹（主枝が２本以上枯れている樹等）は被害樹を伐採し、園外処分します。
〇被害が軽度な樹は主枝単位で切除し、園外に処分します。
【２】樹勢回復・園地の若返り……樹勢の回復に向けた施肥等の管理と改植準備。

〇基本に立ち戻った施肥：３月の春肥（特選ミカン配合160kg／10ａ）、５月下旬・６月中旬の夏肥
（特選ミカン配合 200kg／10ａ）を必ず施用します。

〇樹脂病、日焼け、寒害等の主枝、幹等の損傷部の保護：障害部に炭酸カルシウム剤の散布及び塗布し
ます。

〇伐採及び樹勢の弱ってきた樹の改植準備：改植に備えてルートラップ等で新たな苗木を育成します。
【３】成虫を減らす……薬剤散布による成虫の密度を減らします。

〇成虫発生最盛期の６月中下旬にエクシレルＳＥを5000倍散布します。(３回以内)
　多発園では７月中にエクシレルＳＥを5000倍およびアクセルフロアブル2000倍を追加防除します。
〇主枝等を剪徐した被害樹の直径３㎝以上の主枝、亜主枝、側枝にガットサイドＳ１〜1.5倍を塗布

又は1.5倍を散布します。(ミカン、夏ミカンのみ１回)

10月～3月　幼虫　
樹皮下の形成層内で食害
し、発育する。樹および
幹の枯死につながる

６月～７月　成虫　
羽化して、葉を食害し、
栄養を蓄え交尾し、産卵
に備える

8月～9月 産卵
幹等の樹皮の割れ目に産卵

4月～5月　蛹化
樹皮下の形成層から木部に
侵入、蛹化し羽化する。

【１】幼虫を減らす

【２】樹勢の回復・
　　　園地の若返り

【３】成虫を減らす

３
の
対
策

成虫による葉の食害

幼虫の食害

成虫

幼虫



小田原市立富水小学校　５年
入澤　芽美さん

神奈川県立西湘高等学校　
１年
小宮　優菜さん

特 集

図画コンクール

書道コンクール

　昨年の夏、第50回『ごはん・お米とわたし』図画コンクール、第64回『ＪＡ共済神奈川
県小・中・高校生書道コンクール』の作品を募集しました。図画は県内小学校から356点
（当ＪＡ管内76点）、書道は小・中学校、高校から3,726点（当ＪＡ管内455点）の応募
があり、このたび受賞者が発表されました。個性豊かでキラリ★と光る作品が勢ぞろい。
　今月号は特集で、上位入賞者の作品を紹介します。

　おにぎりを食べて水泳で自己ベストを
更新したところを描きました。おにぎりを
食べるとパワーがわきます。大好きな具は
シャケです。おにぎりのおいしさが伝わる
ように、一粒一粒丁寧に描きました。

『
お
に
ぎ
り
パ
ワ
ー
で

　
　
　
　
　
　
　自
己
ベ
ス
ト
』

開成町立開成南小学校　２年
遠藤　渚紗さん

   こ   みや　　　 ゆう  な

開成町立開成南小学校　６年
加藤　来奈さん
    か  とう           ら    な  いり  さわ        めい   み

小学生
１部 ｔｖｋ賞

　福井県に住むおじいちゃんとおばあちゃ
んが作ったお米はとってもおいしいです。
弟と一緒に食べているところを描きまし
た。夕日に染まった田んぼはとってもきれ
いで、色をいっぱい使って表現しました。

『おにぎりをたべてるわたし』
小田原市立東富水小学校　２年
菊間　つぼみさん

小学生
１部 全農神奈川県本部長賞

　地域の農家さんへ「おいしいお米をあり
がとう」と感謝の気持ちを込め、おにぎり、
納豆ご飯、米粉パンとお米に関わるものを
描きました。歯ブラシを使って絵具を細か
く飛ばし、優しい感じに仕上げました。

『お米のおいしさ大切さ』
開成町立開成南小学校　５年
小鑓　和佳さん

小学生
２部 神奈川県農業会議会長賞

　家族みんなでおいしいうな丼を食べた
時、うなぎを分けて食べようとじゃんけん
をして楽しく食べた様子を描きました。う
なぎのおいしさが伝わるよう、タレのツヤ
ツヤした様子や焼き目を描き入れました。

『家族でうな丼じゃんけん』
南足柄市立南足柄小学校　４年
實方　輝心さん

小学生
２部 神奈川県中央会会長賞

　５年生の時に授業で田植えを体験しま
した。同じ間隔で植えていくのは大変な作
業でしたが、楽しかったです。その時の様
子を描きました。田んぼは綿棒を使って細
かく塗り、土の質感を表現しました。

『
が
ん
ば
っ
た
田
植
え
』

小学生
２部 神奈川県信連理事長賞

　祖父母が作るお米はとてもおいしく、私
もよく農作業を手伝います。手で刈り、掛
け干しする作業は大変ですが、楽しいで
す。金色に輝いてきれいな稲が目立つよ
う、様々な色を使って丁寧に描きました。

『祖父母のお米』

小学生
２部 全共連神奈川県本部長賞

　行書の文字のつながり、文字の
太さや細さを意識して書きました。
書道は小学２年生の頃から習ってい
ます。紙と向き合って集中して作品
を書き上げ、満足のいくものが完成
しました。とてもうれしいです。

高校生
の部 ｔｖｋ賞

　お米で作られている食べ物をおいしそうに
見せるために色づかいを頑張りました。絵の
具をぬる前に水でぬることで立体的に見え
るように工夫しました。家族が絵を見て食欲
がわいたと言ってくれてうれしかったです。

『お米で作られている食べ物』
南足柄市立福沢小学校　６年
加護　彩月季さん

小学生
２部 神奈川県厚生連理事長賞

受賞おめでとう
図画・書道コンクール

 えん どう          なぎ  さ  きく   ま

    か    ご            さ     つ    き   さね かた         こう しん   こ   やり         のど    か
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小田原市立富水小学校　５年
入澤　芽美さん

神奈川県立西湘高等学校　
１年
小宮　優菜さん

特 集

図画コンクール

書道コンクール

　昨年の夏、第50回『ごはん・お米とわたし』図画コンクール、第64回『ＪＡ共済神奈川
県小・中・高校生書道コンクール』の作品を募集しました。図画は県内小学校から356点
（当ＪＡ管内76点）、書道は小・中学校、高校から3,726点（当ＪＡ管内455点）の応募
があり、このたび受賞者が発表されました。個性豊かでキラリ★と光る作品が勢ぞろい。
　今月号は特集で、上位入賞者の作品を紹介します。

　おにぎりを食べて水泳で自己ベストを
更新したところを描きました。おにぎりを
食べるとパワーがわきます。大好きな具は
シャケです。おにぎりのおいしさが伝わる
ように、一粒一粒丁寧に描きました。

『
お
に
ぎ
り
パ
ワ
ー
で

　
　
　
　
　
　
　自
己
ベ
ス
ト
』

開成町立開成南小学校　２年
遠藤　渚紗さん

   こ   みや　　　 ゆう  な

開成町立開成南小学校　６年
加藤　来奈さん
    か  とう           ら    な  いり  さわ        めい   み

小学生
１部 ｔｖｋ賞

　福井県に住むおじいちゃんとおばあちゃ
んが作ったお米はとってもおいしいです。
弟と一緒に食べているところを描きまし
た。夕日に染まった田んぼはとってもきれ
いで、色をいっぱい使って表現しました。

『おにぎりをたべてるわたし』
小田原市立東富水小学校　２年
菊間　つぼみさん

小学生
１部 全農神奈川県本部長賞

　地域の農家さんへ「おいしいお米をあり
がとう」と感謝の気持ちを込め、おにぎり、
納豆ご飯、米粉パンとお米に関わるものを
描きました。歯ブラシを使って絵具を細か
く飛ばし、優しい感じに仕上げました。

『お米のおいしさ大切さ』
開成町立開成南小学校　５年
小鑓　和佳さん

小学生
２部 神奈川県農業会議会長賞

　家族みんなでおいしいうな丼を食べた
時、うなぎを分けて食べようとじゃんけん
をして楽しく食べた様子を描きました。う
なぎのおいしさが伝わるよう、タレのツヤ
ツヤした様子や焼き目を描き入れました。

『家族でうな丼じゃんけん』
南足柄市立南足柄小学校　４年
實方　輝心さん

小学生
２部 神奈川県中央会会長賞

　５年生の時に授業で田植えを体験しま
した。同じ間隔で植えていくのは大変な作
業でしたが、楽しかったです。その時の様
子を描きました。田んぼは綿棒を使って細
かく塗り、土の質感を表現しました。

『
が
ん
ば
っ
た
田
植
え
』

小学生
２部 神奈川県信連理事長賞

　祖父母が作るお米はとてもおいしく、私
もよく農作業を手伝います。手で刈り、掛
け干しする作業は大変ですが、楽しいで
す。金色に輝いてきれいな稲が目立つよ
う、様々な色を使って丁寧に描きました。

『祖父母のお米』

小学生
２部 全共連神奈川県本部長賞

　行書の文字のつながり、文字の
太さや細さを意識して書きました。
書道は小学２年生の頃から習ってい
ます。紙と向き合って集中して作品
を書き上げ、満足のいくものが完成
しました。とてもうれしいです。

高校生
の部 ｔｖｋ賞

　お米で作られている食べ物をおいしそうに
見せるために色づかいを頑張りました。絵の
具をぬる前に水でぬることで立体的に見え
るように工夫しました。家族が絵を見て食欲
がわいたと言ってくれてうれしかったです。

『お米で作られている食べ物』
南足柄市立福沢小学校　６年
加護　彩月季さん

小学生
２部 神奈川県厚生連理事長賞

受賞おめでとう
図画・書道コンクール

 えん どう          なぎ  さ  きく   ま

    か    ご            さ     つ    き   さね かた         こう しん   こ   やり         のど    か
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下
中
支
店
管
内
の
加
藤
靖
司
さ
ん
が
栽
培
し
て
い
る

湘
南
ゴ
ー
ル
ド
の
摘
果
果
実
を
使
っ
た
早
摘
み
『
Ｓ
Ｈ

Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｎ 

Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ 

Ｉ
Ｐ
Ａ
』
が
誕
生
し
ま
し
た
。
12

月
23
日
に
は
小
田
原
市
を
表
敬
訪
問
し
、
加
藤
憲
一
市

長
に
報
告
し
ま
し
た
。
加
藤
さ
ん
は
摘
果
さ
れ
る
果
実

の
活
用
方
法
を
模
索
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
知
人
か
ら
横

浜
み
な
と
み
ら
い
地
区
に
あ
る
醸
造
所
の
『
ナ
ン
バ
ー

ナ
イ
ン
ブ
ル
ュ
ワ
リ
ー
』
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

の
７
月
に
摘
果
し
た
果
実
２
０
０
kg
を
納
品
し
、
醸
造

所
で
は
果
実
を
一
つ
一
つ
カ
ッ
ト
し
て
麦
汁
に
漬
け
込

み
ま
し
た
。
ビ
ー
ル
は
「
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な
香
り
で
軽

く
女
性
に
も
飲
み
や
す
い
」
と
人
気
。
加
藤
さ
ん
は

「
神
奈
川
県
の
特
産
ビ
ー
ル
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

　
12
月
19
日
、
南
足
柄
保
育
園
の
園
児
が
11
月
の
サ
ツ
マ
イ

モ
掘
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
た
お
礼
に
、
南
足
柄
支
店

に
サ
ツ
マ
イ
モ
の
ツ
ル
で
作
っ
た
手
作
り
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ

ー
ス
を
届
け
に
訪
れ
ま
し
た
。
突
然
の
可
愛
い
ク
リ
ス
マ

ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
職
員
は
み
ん
な
笑
顔
。
リ
ー
ス
は
支
店
に

し
ば
ら
く
飾
ら
れ
て
来
店
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

杉
崎
支
店
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
農
家
と
協
力
し
て
子
ど
も
た

ち
に
食
の
大
切
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
神
奈
川
県
の
ブ
ラ
ン
ド
『
は
る
み
』
を
原
材
料
に

し
た
ウ
イ
ス
キ
ー
。
そ
の
名
も
『
湘
南
は
る
み
ジ
ャ

パ
ニ
ー
ズ
シ
ン
グ
ル
ラ
イ
ス
ウ
イ
ス
キ
ー
』
が
11
月

27
日
よ
り
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
商
品
は
、
粒
の
不
揃
い
な
ど
を
理
由
に
加
工

用
と
な
る
お
コ
メ
を
活
用
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
ウ
イ

ス
キ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
発
芽
玄
米
で
糖

化
さ
せ
る
製
法
で
製
造
し
て
い
る
の
で
『
は
る
み
』

の
甘
さ
が
引
き
立
つ
逸
品
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

贈
答
用
は
も
ち
ろ
ん
。
自
分
の
ご
褒
美
に
購
入
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
朝
ド
レ
フ
ァ
～
ミ
♪

成
田
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

販売価格：
200㎖  3,300円（税込）
700㎖11,000円（税込）

素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
笑
顔
の
職
員

小田原市に表敬訪問した加藤さん㊨２人目

アルコール
は５％

は
る
み
米
の
お
酒
が
誕
生

〜
湘
南
は
る
み
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ

シ
ン
グ
ル
ラ
イ
ス
ウ
イ
ス
キ
ー
〜

ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
な
ビ
ー
ル
誕
生

可
愛
い

　
　
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト ～

湘
南
ゴ
ー
ル
ド
の
摘
果
を
使
用
～

〜
南
足
柄
保
育
園
の
園
児
が
リ
ー
ス
を
贈
る
〜

甘く香ばしい
香りが特徴の
ウイスキー
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開
成
町
農
産
物
直
販
組
合
は
12
月
13
日
、
開
成
支

店
で
『
農
家
直
売
軽
ト
ラ
マ
ル
シ
ェ
』
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
地
域
住
民
に
地
産
地
消
を

推
進
し
、
地
場
産
の
野
菜
を
食
べ
て
元
気
に
な
っ
て

も
ら
お
う
と
同
組
合
が
一
昨
年
よ
り
開
催
し
て
い
ま

す
。
当
日
は
同
組
合
の
メ
ン
バ
ー
が
軽
ト
ラ
に
開
成

弥
一
芋
、
ハ
ク
サ
イ
、
ダ
イ
コ
ン
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、

ネ
ギ
な
ど
の
採
れ
た
て
野
菜
を
並
べ
て
販
売
。
多
く

の
住
民
が
訪
れ
、
会
場
は
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。
来
場
者
は
「
新
鮮
な
地
場
野
菜
を
安
心
し
て
購

入
で
き
る
。
次
回
の
開
催
が
楽
し
み
」
と
話
し
て
い

ま
す
。
今
年
も
12
月
頃
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
下
府
中
支
店
は
、
支
店
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
お
う
と
職
員
の
似
顔
絵
を
作
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
『
箱
根
山
麓
紅
茶
』
の
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
発

売
の
記
念
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。
来

店
者
に
絵
を
配
布
し
、
塗
り
絵
を
し
て
来
店
す

る
と
『
箱
根
山
麓
紅
茶
』
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
１
本

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
も
の
。
支
店
内
に
は
似
顔

絵
の
塗
り
絵
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
支
店
で

は
「
こ
れ
か
ら
も
地
域
密
着
し
た
支
店
を
目
指

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
は
正
・
准
組
合
員
同
士
が
、
農
業
の
持
つ
役
割
を
楽

し
み
な
が
ら
学
ぶ
講
座
と
し
て
『
組
合
員
知
っ
ト
ク
講
座
』

を
年
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
第
１
回
は
『
親
子
で
楽
し
く

地
産
地
消
』
を
テ
ー
マ
に
12
月
６
日
に
ミ
カ
ン
狩
り
と
餅
つ

き
を
行
い
ま
し
た
。
組
合
員
25
人
が
参
加
。
自
分
で
収
穫
し

た
ミ
カ
ン
や
つ
き
た
て
の
お
餅
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
12
月
20
日
は
『
し
め
飾
り
に
挑
戦
』
と
題
し
て
、
し

め
飾
り
づ
く
り
に
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
し
め
縄
を
綯
う

作
業
に
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
に
「
来
年
も
良
い
年
に
な
り
そ
う
で
す
」
と
笑
み
を
浮

か
べ
て
い
ま
し
た
。

※
『
組
合
員
知
っ
ト
ク
講
座
』
は
Ｊ
Ａ
共
済
の
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。

軽トラや軽バンに新鮮な野菜が並びました

似
顔
絵
は
職
員
が
手
が
け
ま
し
た

甘いミカンに
大満足

「しめ飾りはバラ
ンスも大事」と
講師の小澤信一
さん㊨

農
業
が
持
つ
力
を
楽
し
も
う

採
れ
た
て
の
地
場
野
菜
が
大
人
気

支
店
を
身
近
に
感
じ
て
♥

〜
知
っ
ト
ク
講
座
大
人
気
〜

〜
開
成
支
店
で
軽
ト
ラ
マ
ル
シ
ェ
〜

～
下
府
中
支
店
で
似
顔
絵
を
～



インフォメーション

お問合せ先：開成営農経済センター　☎ 0465(83)5165

お問合せ先：契約店舗または金融共済部信用課　☎ 0465(47)8129

貸金庫業務終了に伴うお手続きのご案内

メールマガジンに登録しませんか？　　

農業機械利用事業講習会

開成営農経済センター即売会　　　　　　

　ＪＡからの営農情報やイベント、キャンペーンなど今欲しい情報がメールで届きま
す。ご登録は簡単。右のＱＲコードからご自身のメールアドレスと欲しい情報を登録す
るだけ！！

　ＪＡ農業機械利用事業の講習会を開催します。事業を利用する方は
必ず下記の受講をお願いします。
日　　時：令和８年３月６日（金）
　　　　　８：30～12：00【全機種】
　　　　　※ハンマーナイフモア、畦草刈機追加講習のみ８：30～ ９：00
場　　所：開成営農経済センター（開成町吉田島2000）
対　　象：18歳以上で当ＪＡの正組合員及びその家族
内　　容：農業機械９種類の取扱い方法（せん定チッパーやトラクターなど）
受 講 料：無料
申込方法：令和８年２月20日(金)までに支店または営農経済センターにお申込みください

〒250-0874 神奈川県小田原市鴨宮627番地
TEL：0465（47）8125本店

●かながわ西湘２月号（vol.233）令和８年１月20日（毎月20日発行）
●発行／かながわ西湘農業協同組合　●発行責任者／石塚祐一
●編集／組織企画部組織広報課

ＪＡかながわ西湘ホームページ▶https://ja-kanasei.or.jp/ かながわ西湘

西
湘
き
ん
じ
ろ
う

銃器によるカラス・ヒヨドリの駆除を行います
　農作物に被害を及ぼす鳥類（カラス・ヒヨドリ等）を猟友会が銃器で駆除します。駆除に対するご
理解とご協力をお願いします。

　当ＪＡではマネー・ロンダリング対策や管理態勢強化に伴い、貸金庫業務の取扱いを
終了させていただきます。組合員・利用者の皆さまにはご不便をおかけいたしますが、
ご理解を賜りますようお願い申し上げます。

肥料、農薬、生産資材の販売など
※当日販売できる肥料は数に限りがあります。

駆除期間：令和８年２月 ７日（土）～３月８日（日）
　　　　　　小田原市全域（山間部が対象）
　　　　　令和８年２月28日（土）～３月１日（日）
　　　　　　南足柄市、中井町、大井町、松田町、山北町、開成町

開催日：令和８年２月８日（日）　時　間：８：40～12：00
場　所：開成営農経済センター（開成町吉田島2000）

貸金庫業務終了日：令和８年５月29日（金）
対象店舗：足柄支店・報徳支店・下府中支店・湯河原中央支店・真鶴駅前支店・
　　　　　大井支店・南足柄支店・岡本支店
※貸金庫契約終了のお手続きには貸金庫の鍵・カード(カード式の場合)・お届け印・顔写真付きの本人確認書類を

ご持参の上、令和８年５月29日（金）までにご契約支店にご来店願います。

雨天決行

令和７年12月20日発行のかながわ西湘１月号（NO．232）で誤りがありましたのでお詫びして訂正いたします。
  P２　かながわ西湘News　 農業機械利用事業は３センター２支店ではなく、４センター２支店へ配備しています。お詫びと訂正

即売会
限定商品


